
                                    
 
                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゼミ合宿参加メンバー 

日程 

講師の方の紹介 

宿泊、宴会場の注意事項 

持ち物 

関根先生からひとこと 

メモ 



 
                                                                       
 

＜教官＞関根久雄 ＜講師＞片山淳子               

＜院生＞渡辺由香理 

＜４年生＞早川公          細貝輝夫 

鈴木千尋 

＜３年生＞大木博史        小川芙美香 

柿沼美代子       原雅美 

＜２年生＞水野奈津子      藪亜希子  

 中山俊介 

２月２４日                2 月 25 日 
11:10                     9:00 
新宿高速                  ワークショップ 
バスターミナル出発        12:00 
13:34                     昼食 
撫岳荘前到着              余裕があれば 
14:30                     ボーリング 
講演                      15:25 
16:30                     撫岳荘前出発 
温泉＆買い出し            17:44 
18:30                     新宿到着 
夕食・宴会                解散 



                                       
 
 
                                            
 
 
 
 
 
 
 
 
                                              
 
 
 
 
 
 

片山淳子さん 
JICA 筑波  

国内協力員(青年海外協力隊 OG) 

 
2000 年 12 月～ 青年海外協力隊 

理数科教師としてマラウイへ 
2002 年 12 月 帰国 
2003 年 3 月～ JICA 筑波  

国内協力員として活動 
主な仕事 

・ 協力隊の募集 

・ 表敬訪問 

・ 出前講座、講師 

  

 

・飲み過ぎないこと 
・飲ませ過ぎないこと 
(でも手酌は避ける。バランスを要する。) 
・騒ぎ過ぎない（大学の施設） 
・楽しく盛り上がって、関根ゼミの団結を強め

ること 

・筆記用具 
・宿泊に必要なもの(洗面用具、着替えなど) 
・お金…余裕を持って￥7000 くらい 
・しおり 
・おやつ(食べられる分だけ) 
・トランプとか? 



                                  

ついに第２回目のゼミ合宿がはじまり

ます。今回は山中湖の共同研修所を会場

に、JICA 筑波国際センター国内協力員の

片山淳子さんをゲストにお迎えして、前回

同様に援助研究に関する企画を用意して

います。一応山中湖にも温泉があるので、

温泉、JICA ゲストとの共同企画、そして

（日本酒による）宴会という、「関根ゼミ

合宿３点セット」は確保できました。準備

に奔走してくれた柿沼さんと原さんに感

謝します。 
昨年、ゼミ生削減計画に基づき入ゼミ条

件を厳しくしたため、３年生の数が例年に

なく減少し、合宿参加者数は若干寂しい気

もしますが、質の面で昨年以上のものに仕

上げてゆきましょう。 

 


